
取扱説明書 

ご使用の前に 
よ < お読み < ださい。 


iNSPiF^E 


助手席回輯シート車 




このたびは Honda 車をお買し、上げし、ただき、 

ありびとラございまず。 

この取扱説明書は、 iNSPIF ^ E 助手席回転シート苗こ 
装備された専用機構の取り扱し ) につし)てのみ説明してあ0ます。 
その他の内容につし、ては INSPIRE 取扱説明書をご覧ください。 


安全に関ずる表示 


r 運転ちや他の人が傷害を受ける可能性のあること」を回避ちまと共に、下記の表示で記載し 
ていまず。これ5は重要でずので、しっかりお読みください。 


■ A 危険- 

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至るもの 


- A 警ち- 

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至る可能性があるちの 


■ A /王意- 

指示に従わないと、傷害を受ける可能性びあるもの 


その他の表示 


お車に関することや、その他のアドバイスは下記の表示を使って記載しています。 


「 A ァドバィス- 

お車のために守っていただをたいこと 
(車が故障-破損ずるのを防ぐためのアドバイス、 
異常事態の処置方法を記載していまず） 


^ろ！知識^- -N 

知っておいていただをたいこと 
知っておくと便利なこと 

V_ J 


車の仕様などの変更により、この本の内容と実車が一致しない場合がありますのでご了承ください。 
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ち < じ 


さ部の名称 . 

ををドライブのための必読ポイント 
装備の使いかた 

助手席回転シート . 

フッ トレスト . 

助手席への柔り降り . 










各部の名称 
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安全ドライブのための必読ポイント 


坂道での乗り降りの操作はしなし、。 

•助手席回転シートの操作はおず平坦な 
場戸斤で巧ってください。 

坂道で柔り降りすると、姿勢び不安を 
になり、転倒や落下など思わめけびを 
することびあります。 



操作ずるときは、エンジンを止め 
て。 

■助手席回転シートを操作ずるときは、 
パーキングブレーキをかけてセレクト 
レバーを回に入れ、必ずエンジンを止 
めましょラ。 

不意に車び動さ出すと、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 



操作は介助ずる人び行う。 

■操作は、道路状況や助手席回転シート 
の周辺にちま意し、介助する人び行つ 
てください。 

操作を誤ると思わめけびをずることび 
あ D まず。 



シートを回転したままでの車の移 
動はしない。 

■助手席回転シートを回転したままでの 
車の移動は、シートや車両び破損した 
り、思わめ事故につなびるおそれびあ 
ります。 
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装備の使いかた 


助手席回輯シー 


「 A な意- 

• シートの前後位置を調節するとさ 
や回転操作をするとをは、助手席 
乗員や後席柔員の手や足などをは 
さんだりしないよラに十分を意し 
て < ださい。 


助手席回転シートには、チャイルドシー 
卜を取り付けないでください。このシー 
卜でチヤイルドシートを使用することは 
でさません。 


♦回転のしかた 

①回転/スライドレバーをスライド側に 
押しなびら、シートの前後位置を一ま 
後ちに調節しまず。 



⑥回転/スライドレバーを回転側に押し 
て、シートび固定される位置まで回転 
させまず。シートび回転しはじめたら、 


♦前後位置の調節 


レバーから 手を離し、グ U ップを持つ 



♦背ちたれの調節 



て回転させてください。 



^みミロ識- N 

• シートの前後位置が一番後方にな 
つていないと、シートを回転する 
ことがでさません。 

V_ J 


6 






















































ツトレスト 


♦へッドレストの調節 

走行する前に耳とへッドレストの中むび 
同じ高さになるように調節し、お実に固 
定します。 

背び高い人は、固定でさる範囲で一番高 
い位置にしてお使いください。 

▼ 

高くするときは、へッドレストを持ち上 


手前に引いて使用しまず。 

回転シートの操作中は、介助される人の 
足を置いてください。 

走行中は、フットレストを必ず収納け甲 
し込む）してください。体重びかかりず 
ざて破損ずるおそれびありまず。 


げます。 

ほくするとをはノブを巧しなびらヘッド 
レストを下げます。 



A 警告- 

■へッドレストをがした状態で走行 
しないでください。また、固定で 
さる高さを越えて使わないでくだ 
さい。 

衝突のときなどに重大な傷害を受 
けるおそれびあります。 

走行前におず正しい位置に調節し 
て < ださい。 



厂 A アドゾくイス- 

•フツトレストに体重をかけたり、 
ステツプの巧わりにしないでくだ 
さい。フットレストび破損するお 
それびあります。 
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助手席への乗り降り 


「/h 江 意 - 

• 助手席回転シートの操作を誤ると、 
思わめ事故につなびるおそれびあ 
ります。次のことをお守りくださ 
し)。 

-シートの操作は平坦な場所で、 
周囲のま全を十分確認してから 
行ってください。 

-パーキングブレーキをかけてセ 
レクトバーを回に入れ、必ずエ 
ンジンを止めてください。 
.シートを操作するときは、グロ 
ーブボ ッ クスび閉じていること 
と、助手席サンバイヴーび格納 
されていることをお認してくだ 
さい。 

-シー トの回転操作は介助する人 
び行い、手や足などをはさんだ 
りしないように十分を意してく 
ださい。また、お子さまには操 
作 させないでください。 
.シートを 回転した状態で、車の 
移動はしないでください。 

• 介助される人び背をたれの角度を 
調節しているとをは、ドアを閉め 
ないで < ださい。 

手をはさんでけびをするおそれび 
あります。 


广み知識- -N 

• この回転シートの最大許容荷重は 
]0日 kg です。 

•回転操作をするとさは、ドアをい 
っぱいに開けてから行ってくださ 
い。 

V _ J 
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♦な助される人の乗せかた 

①回転/スライドレバーをスライド側に 


⑦背ちたれの位置を回転でをる位置に調 
節しまず。 


押しなびら、シートの前後位置を一ま 
後方に調節します。 



广夕?1が識-^ 

• シートを調節ごせた後は、シート 
をゆすって確実に固定されている 
ことを確認してください。 

^_ J 



^るけ D 識- 'v 

•背をたれび倒れすざていると、コ 
ンソールボックスと干渉してシー 
卜の回転びでさな<なります。 

V_ J 


9 



























④回転/スライドレバーを回転側に押し 
て、シートび固定される位置まで回転 
させまず。シートび回転しはじめたら、 
レバーから手を離し、グ U ップを持つ 
て回転させてください。 



P A /王意- 

■勘舌に人び柔車しているときは、 
後席の人のつま先や手をはさまな 
いよラに十分ま意してください。 


P A ァドゾくィス- 

• シートを回転させた状態でドアを 
閉めると、ドアびシートにぶつか 
り故障や破損の原因になります。 


④か助される人をシートにすわらせ、フ 
ットレストを引を出して足をのせまず。 



「 As 江意- 

•介助される人をシートにずわらせ 
るときは、頭部やひじなどを車体 
にぶつけないよ5に十分ミ主意して 
ください。 


厂 A アドゾくイス — 

■フットレストには必要じ(上に体重 
をかけないで<ださい。フットレ 
ストび破損するおそれびあります。 


^づ?1知識-^ 

•シートを 回転させた後は、 シート 
をゆすって確実に固定されている 
ことを確認してください。 

^_ J 
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⑥回転/スライドレバーを回転側に押し 
て、シートび固定される位置まで回転 
させまず。シートび回転しはじめたら、 
レバーから手を離し、グ U ップを持つ 
て回転させてください。 



P A /王意- 

■勘舌に人び柔車しているときは、 
後席の人のつま先や手をはさまな 
いよラに十分ま意してください。 


⑥か助される人の足をフットレストから 
降ろし、フットレストを収納け甲し込 
む）します。 



r-A アド/ くイス- 

■走行中はフットレストを格納して 
ください。フットレストに体重び 
かかりずざて破損するおそれびあ 
D ます。 


^づ?1知識-^ 

•シートを 回転ごせた後は、 シート 
をゆすって確実に固定されている 
ことを確認してください。 

•フットレストに足を乗せるときは、 
シートを回転させるときに、車体 
にぶつからない位置にのせてくだ 
さい。 

^_ J 


® 介助される人にシートベルトを着用し 
よ过。 

厂 A を意- 

• 介助される人び背をたれの角度を 
調節しているとさは、ドアを閉め 
ないで < ださい。 

手をはさんでけびをするおそれび 
あります。 
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♦な助される人の降ろしかた 

①シートベルトびがしてあることを確認 


③背ちたれの位置を回転でをる位置に調 
節しまず。 


しまず。 

⑥回転/スライドレバーをスライド側に 
巧しなびら、シートの前後位置を一ま 
後方に調節します。 



广々け口識- N 

• シートを調節させた後は、シート 
をゆすって確実に固定されている 
ことを確認してください。 

'V _ ) 



^るけ D 識- 'v 

•背もたれび倒れすざていると、コ 
ンソールボックスと干渉してシー 

卜の回転びでさな<なります。 

V_ J 


④フットレストを引き出して、か目力され 
る人の足をのせます。 



P A ァド'くィス- 

■フットレストには必要じ(上に体重 
をかけないで<ださい。フットレ 
ストび破損するおそれびあります。 
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⑥回転/スライドレバーを回転側に押し 
て、シートび固定される位置まで回転 
させまず。シートび回転しはじめたら、 
レバーから手を離し、グ U ップを持つ 
て回転させてください。 



⑥フットレストからか巧される人の足を 
降ろし、フットレストを収納（押し込 
む）します。 



③か助される人をシートから降ろしまず。 


P A /王意- 

■勘舌に人び柔車しているときは、 
後席の人のつま先や手をはさまな 
いよラに十分ま意してください 


「 A /王意- 

■介助される人をシートから降ろす 
ときは、頭部やひじなどを車体に 
ぶつけないように十分ま意してく 
ださい。 


^づ?1知識-^ 

•シートを 回転させた後は、 シート 
をゆすって確実に固定されている 
ことを確認してください。 

■フットレストに足をのせるときは、 
シートを回転させるときに、車体 
にぶつからない位置にのせてくだ 
さい。 

^_ J 
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④回転/スライドレバーを回転側に押し 
て、シートび固定される位置まで回転 
させまず。シートび回転しはじめたら、 
レバーから手を離し、グ U ップを持つ 
て回転させてください。 



P A ァド'くィス- 

• シートを回転させた状態でドアを 
閉めると、ドアびシートにぶつか 
り故障や破損の原因になります。 


^づ?1知識- N 

•シートを 回転させた後は、 シート 
をゆすって確実に固定されている 
ことを確認してください。 

^_ J 


14 





















HONDA 

The Power of Dreams 


万一、異常や故障などの不具合び生じた場合は、 

Honda 販売店で点検整備を受けて < ださい。 

各所在地、電話番号については、別冊のけービス網一覧」 
をご覧ください。 


30 SHW 601 
00 X 30- SHW - 6010 


◎20 日4本田技研工業株式会社 


